
鉄道駅における段差解消の状況
（平成22年度末）

１日当たりの平均的な利用者数が5 000人以上の２ ８１３駅のうち、
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平成22年度末までに２，６０３駅で段差解消（進捗率９３％）

実質的に
段差解消されている駅

段差未解消の駅

２１０駅（７％）
段差解消されている駅

２０２駅（７％）

※エレベータのドアにガラス窓があるなど、バリアフリー基準に適合している駅

２２年度末までに
段差解消済みの駅※

２，４０１駅（８５％）

（段差未解消の駅の内容）

○連続立体交差事業などの事業が進行中で、平成23年度以降に段差解消される駅

○段差解消に向けたエレベーター等の整備計画があって、その費用負担等について
鉄道事業者と地方自治体等の関係者の間で工事着手に向けて協議中の駅

○地形上、構造上の理由からエレベーターを設置する場所が確保できない等、段差
解消にあたって制約となる技術的な課題があるため、整備計画の策定に向けて
検討中の駅


